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送
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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
国
内
実
施
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
（
以

下
「
「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
政
府
の
考
え
方
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
政
府
の
考
え
方
に
変
更
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
及
び
計
画
、
貧
困
の
分
野
を
含
め
た
各
分
野
の
目
標
設
定

の
在
り
方
等
に
関
し
て
、
今
後
適
切
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

一



同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い
て
は
、
一
億
総
活
躍
国
民
会
議
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
今
春
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
そ
の
実
現
の
方
向
性
を
示
し
て
ま
い
り
た
い
。

七
に
つ
い
て

「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
全
て
の
国
、
民
間
企
業
、
市
民
社
会
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
役
割
を
果
た
す
、
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
今
後
適
切
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


